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日
本
共
産
党
の
大
平
よ
し

の
ぶ
前
衆
院
議
員
・
衆
院
中

国
ブ
ロ
ッ
ク
比
例
予
定
候
補

は
、
７
月
１
２
日
の
大
雨
の

影
響
で
一
時
「
緊
急
安
全
確

保
」
が
発
令
さ
れ
た
飯
南
町

と
雲
南
市
の
被
災
者
を
見
舞

う
と
と
も
に
被
害
状
況
を
調

査
し
ま
し
た
。 

７
月
１
３
日
に
は
飯
南
町

を
訪
れ
、
む
こ
せ
慎
一
衆
院

２
区
予
定
候
補
、
大
国
陽
介

県
議
、
伊
藤
好
晴
町
議
と
と

も
に
、
谷
川
の
洪
水
で
田
畑

と
住
家
に
土
砂
が
流
入
し
た

農
家
や
裏
山
が
崩
壊
し
、
住

家
に
土
砂
が
押
し
寄
せ
て
被

災
し
た
人
な
ど
か
ら
要
望
を

聞
き
取
り
ま
し
た
。 

大
平
氏
は
「
住
居
や
農
地

へ
の
土
砂
流
入
被
害
が
深
刻

で
自
力
、
人
力
で
は
撤
去
は

不
可
能
。
環
境
省
の
『
災
害

廃
棄
物
等
処
理
事
業
』
や
国

交
省
の
『
堆
積
土
砂
排
除
事

2021年 

 

 

 

時
間
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
願
う
ば

か
り
だ
が
、
現
実
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

「
幼
き
介
護
者
＝
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ

ー
」
と
呼
ば
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
存

在
が
頭
を
よ
ぎ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
初

め
て
行
わ
れ
た
国
の
実
態
調
査
で
明

ら
か
に
な
っ
た
そ
の
数
、
中
学
生
で

は
約
１
７
人
に
一
人
。
し
か
も
こ
れ

は
氷
山
の
一
角
と
思
わ
れ
る
▼
大
人

で
さ
え
、
孤
独
感
や
閉
塞
感
に
押
し

つ
ぶ
さ
れ
助
け
を
求
め
た
く
な
る
介

護
・
育
児
・
家
事
等
の
ケ
ア
労
働
全

般
を
担
う
こ
と
が
常
態
と
な
っ
て
い

る
彼
ら
は
、
子
ど
も
時
代
に
享
受
す

べ
き
は
ず
の
貴
重
な
時
間
と
引
き
換

え
に
日
々
を
送
る
。
心
の
内
を
話
す

場
や
機
会
も
、
ま
た
自
ら
が
そ
の
境

涯
を
語
る
こ
と
も
少
な
い
た
め
周
囲

が
気
づ
か
ず
援
助
が
届
か
な
い
状
況

も
多
い
▼
そ
ん
な
子
ど
も
時
代
を
過

ご
し
、
社
会
に
出
よ
う
と
し
た
時
に

は
既
に
求
人
年
齢
を
超
え
、
新
た
な

壁
が
立
ち
塞
が
る
「
か
つ
て
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
だ
っ
た
人
た
ち
」
の
存
在

も
見
過
ご
せ
な
い
▼
彼
ら
だ
け
で
は

な
い
。「
自
己
責
任
論
」
の
呪
縛
の
中
、

必
死
で
生
き
る
私
た
ち
の
悩
み
や
苦

し
み
が
「
社
会
化
」
さ
れ
、
あ
ら
ゆ

る
想
い
を
分
か
ち
合
え
る
場
や
法
的

整
備
、
実
情
に
即
し
た
支
援
策
が
増

え
れ
ば
ど
ん
な
に
生
き
や
す
い
社
会

に
な
る
だ
ろ
う
。
今
の
社
会
に
必
要

な
の
は
、
本
気
の
共
助
・
公
助
で
あ

る
。
政
治
の
使
命
は
そ
こ
に
あ
り
、

リ
ー
ド
す
る
集
団
が
政
権
だ
▼
し
か

し
現
政
権
に
そ
の
任
は
負
え
な
い
。

国
民
を
欺
き
侮
り
、
人
の
命
よ
り
五

輪
優
先
・
民
意
無
視
の
姿
勢
が
そ
れ

を
証
し
て
い
る
。
一
刻
も
早
く
温
か

い
社
会
に
変
え
、
子
ど
も
た
ち
に
手

渡
す
。
そ
の
た
め
の
鍵
は
有
権
者
の

掌
中
に
あ
る
。
来
る
べ
き
総
選
挙
で

は
確
か
な
審
判
を
下
し
た
い
。（
江
） 

コ
ロ
ナ
禍
で
の
二
度
目
の
夏

休
み
。
制
限
の
多
い
状
況
下
で

あ
っ
て
も
、
子
ど
も
に
は
子
ど

も
時
代
に
し
か
味
わ
え
な
い
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業
』
、
災
害
救
助
法
の
『
障
害

物
の
除
去
』
な
ど
の
支
援
制

度
が
使
え
る
よ
う
求
め
て
い

き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。 

２
６
日
の
雲
南
市
の
調
査

自治会長から要望を聞くむこせ、尾村、

上代の各氏（７月１６日、雲南市） 

■
美
郷
町
議
選 

７
月
１
８
日
投
開
票

の
美
郷
町
議
選
（
定
数

１
２
。
１
３
人
立
候
補
）

で
は
日
本
共
産
党
の
中

原
保
彦
氏
＝
現
＝
（
７

９
）
が
２
期
目
の
当
選

を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

得
票
率
は
７
・
３
９
％

（
前
回
５
・
３
６
％
）

で
し
た
。
開
票
結
果
は

次
の
通
り
。 

中
原 

保
彦
（
現
） 

２
２
２
票
・
７
位 

■
飯
南
町
議
選 

 

７
月
２
０
日
告
示
さ

れ
た
飯
南
町
議
選
（
定

数
１
０
）
で
は
、
定
数

と
同
数
の
立
候
補
で
無

投
票
と
な
り
、
日
本
共

産
党
の
伊
藤
好
晴
氏

（
６
９
）
＝
現
＝
が
５

期
目
の
当
選
を
果
た
し

ま
し
た
。 

で
は
、
雲
見
の
里
い
い
し
（
地

域
自
主
組
織
）
の
妹
尾
富
徳

会
長
が
案
内
。
む
こ
せ
氏
、

上
代
和
美
市
議
と
と
も
に
被

災
地
を
見
て
回
り
ま
し
た
。 

江
市
で
は
７
月
１
６
日
、
日

本
共
産
党
の
尾
村
利
成
県

議
、
岩
田
剛
東
部
地
区
委
員

長
、
田
中
肇
、
舟
木
健
治
、

橘
ふ
み
各
市
議
が
商
店
街
前

で
宣
伝
し
、
大
雨
被
害
で
被

災
さ
れ
た
人
た
ち
に
お
見
舞

い
伝
え
る
と
と
も
に
「
一
刻

も
早
い
復
旧
に
向
け
て
力
を

尽
く
し
ま
す
」
と
訴
え
ま
し

た
。（
写
真
） 

尾
村
氏
は
、
松
江
市
の
土

砂
災
害
要
対
策
箇
所
の
整
備

間
も
未
報
告
だ
っ
た
こ
と
を

問
題
視
。
審
査
書
案
を
了
承

し
、
事
実
上
合
格
し
た
同
日

の
定
例
会
合
で
は
、
委
員
５

人
の
う
ち
２
人
が
「
無
断
廃

棄
の
経
緯
が
判
明
し
た
後

に
、
改
め
て
審
査
書
案
を
議

論
す
べ
き
」
と
意
見
表
明
し

て
い
た
こ
と
に
ふ
れ
、「
今
回

の
無
断
廃
棄
の
経
緯
や
原
因

を
徹
底
的
に
明
ら
か
に
す
る

必
要
が
あ
る
。
少
な
く
と
も

経
緯
が
判
明
す
る
ま
で
は
審

査
を
中
断
す
べ
き
だ
」
と
迫

り
、
島
根
原
発
２
・
３
号
機

を
は
じ
め
全
国
の
原
発
稼
働

に
向
け
た
動
き
を
断
念
す
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。
加
藤
照

明
所
長
は
「
申
し
入
れ
内
容

は
原
子
力
規
制
庁
に
郵
送
で

送
ら
せ
て
頂
く
」
と
述
べ
る

に
留
ま
り
ま
し
た
。 

開
文
書
を
無
断
で
廃
棄
し
て

い
た
こ
と
が
判
明
し
た
問
題

で
、
日
本
共
産
党
の
島
根
・

鳥
取
両
県
の
県
議
ら
が
７
月

１
４
日
、
松
江
市
の
島
根
原

子
力
規
制
事
務
所
を
訪
れ
、

島
根
原
発
２
号
機
の
適
合
性

審
査
を
中
断
す
る
よ
う
申
し

入
れ
ま
し
た
。
申
し
入
れ
た

の
は
、
市
谷
知
子
鳥
取
県
議
、

島
根
県
議
団
、
松
江
市
議
団
、

大
平
よ
し
の
ぶ
衆
院
中
国
比

例
予
定
候
補
（
代
理
）
と
島

根
県
の
出
雲
、
安
来
、
雲
南
、

鳥
取
県
の
米
子
、
境
港
の
各

自
治
体
の
党
議
員
１
５
氏
。

（
写
真
） 

市
谷
、
尾
村
の
両
氏
ら
は
、

中
国
電
力
が
２
０
１
５
年
４

月
に
廃
棄
し
て
い
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
規
制
庁
に
６
年

６
月
２
３
日
の
原
子
力
規

制
委
員
会
の
定
例
会
合
で
、

中
国
電
力
が
秘
密
保
持
契
約

に
よ
り
原
子
力
規
制
庁
か
ら

貸
与
さ
れ
て
い
た
原
発
の
テ

ロ
対
策
施
設
に
関
す
る
非
公

率
は
わ
ず
か
２
割
の
状
況
だ

と
指
摘
し
、「
住
民
合
意
の
な

い
大
型
事
業
の
松
江
北
道
路

建
設
（
２
５
０
億
円
）
は
中

止
し
、
防
災
・
減
災
型
公
共

事
業
こ
そ
最
優
先
す
べ
き
」

と
強
調
。 

豪
雨
災
害
と
原
発
事
故
が

重
な
っ
た
複
合
災
害
時
に

は
、
住
民
の
命
と
安
全
が
危

機
的
な
状
況
に
な
る
と
述

べ
、「
避
難
計
画
通
り
に
避
難

が
で
き
る
保
証
は
な
い
。
島

根
原
発
は
絶
対
に
稼
働
さ
せ

て
は
な
ら
な
い
」
と
力
を
込

め
ま
し
た
。 

大
平
よ
し
の
ぶ
前
衆
院
議

員
の
比
例
議
席
奪
還
へ
、
松

調査する大平、むこせ、大国、伊藤の各氏（７月１３日、飯南町） 

美郷町議 

中原保彦氏 
飯南町議 

伊藤好晴氏 

説明を受ける大平、むこせ、上代の

各氏（７月２６日、雲南市・飯石地区） 


